










































































































北部太平洋大中型まき網漁業地域プロジェクト
改革計画（資源管理・労働環境改善型）

＜資料編＞
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北部太平洋海区大中型まき網漁業の現状

北部太平洋まき網漁業協同組合連合会（以下、「北まき」という。）に所属する大中型まき網漁船の総船団数は５５船団（平成31年2月現
在）であり、もうかる漁業創支援事業及びがんばる漁業復興支援事業を活用した構造改革を進めてきた結果、このうち網船２４隻が改革型
網船に移行し、船団規模の縮減によるコスト削減や安全性・居住性の向上を図り、各地域への安定的な水揚に努めてきた。一方で、運搬船
については高齢化が進行し、様々な課題が生じている。
本漁業の漁獲量については、東日本大震災直後は減少したものの、各水揚港・地域の復旧・復興が進んだこと、近年、イワシ・サバ類の

資源が増大傾向にあることから、直近５ヵ年の平均漁獲実績は４２万トン、水揚金額は３８０億円まで回復し、平成３０年にはサバ、イワ
シ資源の回復等の要因により漁獲量４２．５万トン、水揚金額４１７億円となっており、今後増大する資源をより有効に活用することが求
められている。

北まき改革型網船の県別隻数

令和元年１２月現在

単位：隻

かつお・まぐろ操業
さば・いわし操業

さば・いわし操業 合計

青森 ３００トン型 3 3

宮城 ３００トン型 1

４９９トン型 1 2

福島 ３００トン型 1１９９トン型 1

２５０トン型 1３００トン型 1 4

茨城 １９９トン型 7

３００トン型 6 13

千葉 １９９トン型 1

３００トン型 1 2

計 7 17 24
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300トン型運搬船の船齢分布
平成30年7月現在

【課題】
• 300トン型運搬船29隻のうち、15隻が船齢26年以上（51％）
• 高船齢船の魚艙は鮮度保持能力が低いため、漁場に近い特定港への一極

集中水揚が発生
• 加工・冷凍冷蔵・流通業が求める高鮮度、高品質への対応が困難
• 改革型網船より劣った船内環境によって労働意欲が低下
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大中型まき網漁業長期代船建造計画の概要

策定機関：（一社）全国まき網漁業協会

代船建造の予定隻数（年度別竣工予定隻数）

（単位：隻）

漁船類型
平成30年度令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

未定年度 備考

船型 船種 (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)

20トン
以上船

網船 1 4 1 1 2 5

運搬船 4 4 6 3 4 12
探索船・
灯船 0 2 0 0 1 7

小計 5 10 7 4 7 24

20トン
未満船

網船 0 0 0 4 0 0

運搬船 4 2 0 0 0 4
探索船・
灯船 0 0 0 0 0 0

小計 4 2 0 4 0 4

合計 9 12 7 8 7 28

策定年月：平成３０年９月

大中型まき網漁船（20トン以上）の船齢構成

○代船建造を円滑化するための取組
⇒各海区の特性を踏まえ、造船所との連携により、図面の共通化による設計期間の短縮及び資機材の一括調達によるコスト削減を図

り共通船型、共通仕様等による計画的・効率的な網船、附属船の導入を積極的に推進する。
○代船建造により見込まれる効果

1. 大中型まき網漁船の過半を船齢20年以下とし、生産能力を維持
2. 操業コストの削減と漁獲物の付加価値向上により、的確な資源管理を行いながら安定した収益性を確保
3. 十分な乾舷の確保による漁船の安全性向上
4. 十分な居住スペ－スの確保等による新規の漁業労働者が参入しやすい環境を整備
5. 大中型まき網漁業として、我が国周辺の水産資源を持続的、効率的に利用する能力を維持し、食用魚介類自給率目標の達成に貢献
6. 地域経済の維持・発展に貢献するとともに、水産物の輸出を促進
7. 共通船型、共通仕様等による効率的な漁船の建造と建造コストの削減 3



取組記号-Ａ：共通船型・共通仕様による漁船導入の省コスト化

現状の船団構成 改革後
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銚
子
・
波
崎
地
区

船尾従来型

300トン改革型網船 300トン型運搬船

運搬船
（300トン型）

運搬機能付き網船
（300トン）

作業艇Ｃ

作業艇Ｂ

作業艇Ａ

主な課題
• 船体の著しい老朽化
• 特殊な漁場での安全操業（取組Ｄ）
• 流通・加工業界のニ－ズに応えられる鮮

度保持能力及び鮮度管理設備

480トン型改革型運搬船

共通船型、共通仕様により船尾スリップウェイ型の運搬船を２隻導入

船尾スリップウェイ型

改革型運搬船
（480トン型）

作業艇Ｃ

300トン改革型網船

運搬機能付き網船
（300トン）

作業艇Ｂ

作業艇Ａ

⇒Ａタイプ

大
津
地
区

199トン改革型網船 300トン型運搬船

網船
（199トン）

作業艇Ｂ

作業艇Ａ

運搬船
（300トン型）

改革型運搬船
（420トン型）

網船
（199トン）

作業艇Ｂ

作業艇Ａ

共通船型、共通仕様により船尾従来型の運搬船を３隻導入

⇒Ｂタイプ

199トン改革型網船 420トン型改革型運搬船

網船 × 1隻

運搬船 × 1隻

作業艇 × 2隻

網船 × 1隻

運搬船 × 1隻

作業艇 × 3隻

主な課題
• 船体の著しい老朽化
• 流通・加工業界のニ－ズに応えられる鮮

度保持能力及び鮮度管理設備
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Ａタイプ（銚子・波崎地区）
２隻の共通船型・共通仕様

☆は新規導入の共通仕様

現行の運搬船 改革型運搬船

１番船 ２番船 １番船、２番船 共通化

主要仕様 製造社 主要仕様 製造社 主要仕様 製造社

船

型

総トン数 292 トン － 341 トン － 約 480 トン －
全長 58.62 ｍ － 61.90 ｍ － 約 70.30 ｍ －
幅 8.9 ｍ － 9.00 ｍ － 約 9.50 ｍ －
深さ 4.2 ｍ － 4.5 ｍ － 約 4.7 ｍ

機

関

主機関 1,838 kw（2,500 PS)Ａ社 2,206 kw（3,000 PS)Ａ社 2,647 kW(3,600 PS)Ａ社
NO.1 補機関 179 kwＢ社 162 kwＢ社 310 kwＢ社
NO.2 補機関 242 kwＢ社 162 kwＢ社 310 kwＢ社
NO.1 発電機 200 KVAＣ社 150 KVAＣ社 350 KVAＣ社
NO.2 発電機 275 KVAＣ社 150 KVAＣ社 350 KVAＣ社

魚

艙

衛生対策 なし － なし － 全面SUS板張り － ☆
ハッチ蓋構造 手動開閉式 － 手動開閉式 － スライド開閉式Ｊ社 ☆
魚艙 8 艙 / 459.60 ㎥ － 7 艙 / 641.60 ㎥ － 8 艙 / 約585.00 ㎥ －
氷艙 1 艙 / 40.23 ㎥ － 1 艙 / 46.76 ㎥ － 1 艙 / 約 48.00 ㎥ －
冷水艙 なし － なし － 1 艙 / 約 32.00 ㎥ － ☆
清水槽 1 艙 / 14 ㎥ － 1 艙 / 32.29 ㎥ － 2 槽 / 約 16.00 ㎥ －
冷却冷凍機 なし なし 1 基Ｋ社 ☆
冷海水製造 なし なし 2 基Ｋ社 ☆

スラスタ
－設備

船首 装備有りＤ社 装備有りＤ社 29.4kN(3.0ﾄﾝ)Ｄ社
船尾 なし なし 29.4kN(3.0ﾄﾝ)Ｄ社 ☆

漁撈
計器類

スキャンニングソナ－ 装備有りＥ社 装備有りＦ社 装備有りＥ社/Ｆ社（※）
カラ－魚探 装備有りＦ社 装備有りＦ社 装備有りＦ社
カラ－潮流計 装備有りＥ社 装備有りＦ社 装備有りＥ社/Ｆ社（※）

無
線
通
信
装
置

国際VHF無線電話 なし なし 装備有りＦ社 ☆
AIS受信機 なし なし 装備有りＦ社 ☆
27MHz DSB送受信機 装備有りＧ社 装備有りＦ社 装備有りＦ社
150MHz DSB送受信機 装備有りＧ社/Ｆ社 装備有りＦ社 装備有りＬ社
船橋航海当直警報装置 なし 装備有りＦ社 装備有りＦ社 ☆
インタ－ネット設備 なし なし 装備有りＭ社 ☆

油
圧
機
械
類

作業艇巻き上げウインチ なし なし 1 台Ｎ社 ☆
荷役ウインチ 2 台Ｈ社 2 台Ｈ社 2 台Ｎ社
作業用ブ－ム 2 台Ｉ社 2 台Ｈ社 2 台Ｉ社
作業用ウインチ 17 台Ｈ社 17 台Ｈ社 約22 台Ｎ社
各種ロ－ラ－ 4 台Ｈ社 4 台Ｈ社 立型5 台Ｎ社

※網船と同一社のものを導入

取組記号-Ａ：共通船型・共通仕様による漁船導入の省コスト化
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Ｂタイプ（大津地区）
３隻の共通船型・共通仕様

☆は新規導入の共通仕様

現行の運搬船 改革型運搬船

１番船 ２番船 ３番船
１番船、２番船、３番船

全て共通化

主要仕様 製造社 主要仕様 製造社 主要仕様 製造社 船型・主要仕様 製造社

船

型

総トン数 315 トン － 330 トン － 330 トン － 約 420 トン －
全長 58.6 ｍ － 62.3 ｍ － 61.8 ｍ － 約 71.2 ｍ －
幅 8.8 ｍ － 9.0 ｍ － 9.0 ｍ － 約 9.5 ｍ －
深さ 4.3 ｍ － 4.5 ｍ － 4.5 ｍ － 約 4.4 ｍ －

機

関

主機関 2,206kw（3,000PS）Ａ社 2,206kw（3,000PS）Ａ社 2,206kw（3,000PS）Ａ社 2647kw（3600PS)Ａ社
NO.1 補機関 180PS×1200r.p.mＢ社 185PS×1200r.p.mＧ社 180PS×1200r.p.mＢ社 265kw(360PS)Ｂ社
NO.2 補機関 〃Ｂ社 〃Ｈ社 〃Ｂ社 265kw(360PS)Ｂ社
NO.1 発電機 3相225V×150KVAＣ社 3相225V×150KVAＣ社 3相225V×150KVAＣ社 300KVAＣ社
NO.2 発電機 〃Ｃ社 〃Ｃ社 〃Ｃ社 300KVAＣ社

魚

艙

衛生対策 － － － 底面ステン張 － ☆
ハッチ蓋構造 手動開閉式 － 手動開閉式 － 手動開閉式 － スライド開閉式Ｌ社 ☆
魚艙 8 艙 / 531.52 ㎥ － 8 艙 / 632.22 ㎥ － 8 艙 / 634.37 ㎥ － 8 艙 / 約660.81 ㎥
氷艙 1 艙 /  49.01 ㎥ － 1 艙 /  51.20 ㎥ － 1 艙 /  58.86 ㎥ － 1 艙 /  53.60 ㎥ －
冷水艙 なし － なし － なし － 1 艙 /  約41.23 ㎥ － ☆
清水槽 3 槽 / 20.59 ㎥ － 2 槽 / 19.50 ㎥ － 2 槽 / 15.62 ㎥ － 2 槽 / 約35.40 ㎥ － ☆
冷却冷凍機 なし なし なし 1 基Ｍ社 ☆
冷海水製造 なし なし なし 2 基Ｍ社 ☆

スラスタ
－設備

船首 1.8 tＤ社 1.5 tＤ社 2.5 tＫ社 FPP推力2.8 tＫ社
船尾 なし なし なし FPP推力3 tＫ社 ☆

電気防食装置 なし なし なし 装備有りＮ社 ☆

無線通信
装置

国際VHF無線電話 なし なし なし 装備有りＩ社 ☆
AIS受信機 なし なし なし 装備有りＩ社 ☆
船橋航海当直警報装置 なし 装備有りＩ社 なし 装備有りＩ社 ☆
インタ－ネット設備 なし なし なし 装備有り ☆

油
圧
機
械
類

スク－プマスタ－ 装備有りＥ社 装備有りＥ社 装備有りＥ社 2 台Ｅ社
荷役ウインチ 装備有りＦ社 装備有りＪ社 装備有りＪ社 2 台Ｏ社
作業用ブ－ム 装備有りＦ社 装備有りＪ社 装備有りＪ社 2 台Ｌ社
作業用ウインチ 装備有りＦ社 装備有りＪ社 装備有りＪ社 21 台Ｏ社
各種ロ－ラ－ 装備有りＦ社 装備有りＪ社 装備有りＪ社 立型3 台Ｏ社

取組記号-Ａ：共通船型・共通仕様による漁船導入の省コスト化



＜建造工程予定表＞

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

2020年（令和2年） 2021年（令和3年） 2022年（令和4年） 2023年（令和5年） 2024年（令和6年） 2025年（令和7年）

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

Ａタイプ

1番船

Ａ造船

起
工

進
水

竣
工

Ａタイプ

2番船

Ａ造船

起
工

進
水

竣
工

Ｂタイプ

1番船

Ｂ造船

起
工

進
水

竣
工

Ｂタイプ

2番船

Ｂ造船

起
工

進
水

竣
工

Ｂタイプ

3番船

Ｂ造船

起
工

進
水

竣
工

基本設計/船図・構造/軸系
/建造契約/材料機器発注/

納期期間 5ケ月

運搬船設計の順序：基本設計～起工～進水～竣工

２番船、３番船は、共通船型・共通仕様にすることにより、基
本設計等の期間が省略される。

船台の都合上、２番船の竣工から３番船の起工まで３１ケ月
（約２年半）の間隔が生じるが、共通船型・共通仕様は変更
ない

工期 １６ケ月

工期 １１ケ月

工期 １６ケ月

工期 １１ケ月

工期 １１ケ月

建造期間
５ケ月短縮

２番船は、共通船型・共通仕様にす
ることにより、基本設計等の期間が
省略される。

建造期間
５ケ月短縮

取組記号-Ａ：共通船型・共通仕様による漁船導入の省コスト化取組記号-Ａ：共通船型・共通仕様による漁船導入の省コスト化
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取組記号-Ｂ：漁獲物の効果的な水揚 （Ａ・Ｂ共通）

【課題】
• 局地的な漁場形成が生じた場合、近隣港への水揚集中によって、近

隣港の処理能力を超過し、単価が下落
• 現行運搬船の速力不足、漁獲物の鮮度、品質保持の能力不足によっ

て遠隔水揚地への運搬が困難
• 加工・冷凍冷蔵業が要望している原魚の高鮮度・高品質化

【取組】
• 改革型運搬船による速力向上、高鮮度化によって遠隔

地への水揚が可能となることで水揚港の需要に即した
分散水揚を実施

• 試験的に運搬船の共同利用を取り入れ、その効果を見
極め

8

【現状運搬船（5隻）による水揚イメージ】
（数値は主要港処理能力目安）

【改革型運搬船（5隻）による水揚イメージ】

八戸(2,500t)●

大船渡（450t）●

気仙沼（700t）●

●

小名浜（250t）●
大津（300t）●

波崎・銚子(5,500t)●

漁場

釜石（200t）●

●
石巻(1,450t)

八戸●

大船渡●

気仙沼●

●

小名浜●
大津●

波崎・銚子●

漁場

釜石●

●塩釜

石巻

【見込まれる効果】
水揚可能な港の選択肢が増加する。これに

より、各港の処理能力に応じた水揚が可能と
なり、魚価の安定が見込まれる。

塩釜（350t）

左図以外の漁場から水揚げが想定される例

漁場
青森～
岩手沖

福島～
千葉沖

水揚港

現状
八戸～

三陸北部港
石巻～
銚子港

改革後
八戸～
銚子港

八戸～
銚子港



取組記号-Ｂ：漁獲物の効果的な水揚 （Ａ・Ｂ共通）
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4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

11/2 11/4 11/13

八戸沖 八戸沖 宮古沖

平成29年度 八戸～宮古沖漁場

その他（三陸）

波崎・銚子

大津

石巻

気仙沼

八戸

基準線2,500トン 0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

12/21 12/26 1/8 2/6

日立沖 日立沖 鹿島沖 日立沖

平成30年度 日立～銚子沖漁場

その他（三陸）

八戸

気仙沼

石巻

大津

波崎・銚子

基準線5,500トン

注：基準線は平成29年11月漁期の八戸港への1日当たりの処理能力の目安 注：基準線は平成30年度12～2月漁期の銚子港への1日当たりの処理能力の目安

分散水揚に向けた連携体制の構築

※インターネット通信、電話、FAX通信、ICT通信等を用いて連携

産地魚市場

北まき本部
または

駐在事務所
（盛漁期）

情報管理、配信 北部太平洋まき網操業全船

① 各産地魚市場に対し、翌日の水揚可能量（処理能
力）を調査

② ①の結果を各船宛てに通知
③ 操業船間で漁獲量及び水揚予定港の情報を共有
④ ②及び③に基づいて水揚港を決定、回航し水揚

9

① ②

③

④

現状、一部の運搬船では遠隔地への分散が図られているものの、多くの運搬船では能力不足によって漁場から近隣の港に集中し、近隣港の処理能力を超過
している状況である。改革型運搬船（5隻）によって処理能力に余裕のある港へ水揚し、超過分の分散を図る。

【現状における分散水揚の事例】

⇒改革型運搬船（5隻）の導入により、
八戸港の処理能力超過分を石巻～銚子港へ水揚

⇒改革型運搬船（5隻）の導入により、
銚子港の処理能力超過分を釜石港～石巻港へ水揚

超過分

更
な
る
分
散

一部
分散



冷海水艙において製造した冷海水（2℃前後）と砕氷が入った水氷の中へ漁獲物を投入することで、漁獲物は即殺され、死後の鮮度保持効果が向上。運
搬中は、各魚艙内の温度センサーを用いた温度管理を行い、必要に応じて砕氷の追加使用等の対応をすることで、水揚げまでの間、高鮮度状態を保持する。

船首方向 →

冷海水は使用する魚艙へ適宜移送 冷海水艙

冷海水締め保蔵イワシ冷海水製造装置

魚艙温度計器 魚艙内温度センサー

【見込まれる効果】
⃝砕氷の使用量が15％程度抑制され、氷代費用の削減
⃝砕氷積込量の抑制により、乗組員の負担が減少
⃝漁獲後の迅速処理により、高鮮度化

取組記号-Ｃ：冷海水締めの漁獲物の生産 （Ａ・Ｂ共通）
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冷海水締めの方法について

魚艙に予め2℃に自動設定した冷海水（下氷の砕氷は少量）の混合水を
張っておき、漁獲物を投入する（冷海水によって即殺）。漁獲物を投
入しつつ、補助氷（増氷）を加えて、投入は完了する。魚艙内の冷海
水温を魚艙内温度センサーによって把握しながら、水揚港へ回航する。

【現状】
水氷による冷却方式のみ
⇒ 表面に浮いている氷に

よって、一部の漁獲物
が水氷中に十分に沈ま
ず、速やかな冷却が出
来ない。

【取組】
冷海水と水氷を併用した冷却方式の採用
⇒ 予め用意された冷海水と砕氷によって漁

獲物を冷却するため、容積当たりの冷却
効率が向上する。また、砕氷積込量を削
減でき、積込のための乗組員の負担を軽
減できる。

（参考）冷海水製造能力
（海水温20℃⇒2℃の冷却所要時間）

海水４０トン⇒約５時間
海水３０トン⇒約３時間

冷却用海水汲上⇒出港⇒漁場

※ 前回の操業後に冷却用海水の汲上を行
うため、当日の漁場に到着までの間に
十分な量の冷海水の製造が可能。



取組記号-Ｄ：安全操業の確保（Ａタイプのみ）

改革型運搬船の船尾スリップウェイ部に作業艇を搭載することで、網船からウインチを用いた作業艇の昇降作業が不要となり、作業艇乗組員の安全性を
確保するとともに、昇降作業にかかる時間を削減する。

現状 取組

作業艇の搭載状態

作業艇の昇降作業

船尾スリップウェイ型運搬船の例

【見込まれる効果】
昇降時の船員の安全性が確保され

るとともに、操業が迅速化する。ま
た、作業艇を搭載しなくなったこと
により、網船の復原性向上も期待で
きる。
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銚子地区

波崎地区

黒塗部は、鹿島・銚子沖漁場イメージ拡大図

作業艇の補助作業

好漁場であるが、時期により二枚潮や急潮が多発

鹿島・銚子沖漁場について

これらの漁場は潮境付近に形成されるため、二枚潮（表層と中
層や底層の潮流の向きが異なる潮流）や急潮のような潮流環境
の悪い状況が顕著に見られ、操業に当たっては漁網の網成りが
乱れやすく、大規模損壊等のリスクも伴う。従って、潮流の影
響を強く受けた場合には作業艇による漁網の曳航作業等の補助
作業が必要不可欠である。

• 船体動揺を伴う洋上での
昇降作業は、作業艇の乗
組員に危険が伴う。

• 昇降作業に時間を要する。 作業艇の昇降作業にかかる時間

現状 改革後

15分 2～3分

12～13分の短縮

（参考）同時期のBタイプ船団の操業海域…
金華山沖から常磐沖にて北上先行群のマイワシの漁
獲を目的として操業している。

4～7月のAタイプ船団は、同漁場にて索餌北上群のマイワシの漁
獲を目的として操業している。



取組記号-Ｅ：労働環境改善型運搬船導入による労働環境の改善（Ａ・Ｂ共通）

Ａタイプ：（銚子・波崎地区）改革型運搬船

現行船
改革型運搬船

１番船 ２番船

喫 水 （ｍ） 3.90 4.00 4.20 

乾 舷 （ｍ） 0.48 0.50 0.52

船 型
一層甲板
艫ブリッジ
艫側機関室

一層甲板
艫ブリッジ
艫側機関室

一層甲板
艫ブリッジ
艫側機関室

主機関 （Ｋｗ） 1,838 2,206 2,647

航海速力 （Ｋt） 13.0 15.0 15.0 

最大搭載人員 （名） 16 15 16

動揺制御 ビルジキール ビルジキール ビルジキール

バラストタンク 有 有 有

スラスター
船首 １基 1.5 t 

FPP型
船首 １基 2.3 t 

FPP型

船首 １基 3.0t
船尾 １基 3.0t

FPP型

燃料油槽 （㎥） 86.14 140.53 80.0

船 橋 （㎡） 18.93 12.45 19.04

機関室 （㎡） 82 109.61 125.00 

居室面積 （㎡/人） 3.08 2.94 3.70

居室高さ （ｍ） 1.80 1.76 1.85 ～ 1.90

寝

台

１人部屋 （室） 2 1 10

２人部屋 （室） 2 2 1

４人部屋 （室） 1 1 1

６人部屋 （室） 1 1 －

食堂面積 （㎡） 13.1 7.76 12.50

浴 室 （㎡） 2.1 2.40 6.20

現状

【見込まれる効果】
労働負荷を軽減、作業性・安全性・居住性の向上により労働意欲の向上
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取組

☆ 魚艙蓋の開閉作業の労働軽減化
及び魚艙内へ蓋が落下する危険
を排除

スライド開閉式による魚艙蓋の開閉

☆ スライド開閉式の魚艙蓋を採用し、漁獲物の積込みや水揚げ時の魚艙蓋の移動作業を軽減するとともに転落を防止
☆ 船橋を拡張し、航海計器の配置を整理
☆ 六人部屋の船室を廃止し、一人部屋を大幅拡充
☆ 現行船の約１.３倍の居室面積及び現行船以上の天井高さを確保し、快適な居住環境を提供
☆ 居住区と作業区の移動を容易化するため、操舵室の下に士官室、その下に船員室・賄食堂を配置
☆ 機関室の面積及び天井高さを拡張し、開放的な作業場を提供
☆ 15Ktの航海速力を確保

☆ 現行船以上の乾舷（0.52ｍ）を確保
☆ 全船員が利用可能なインターネット環境を全室に整備



【見込まれる効果】
労働負荷を軽減、作業性・安全性・居住性の向上により労働意欲の向上

取組記号-Ｅ：労働環境改善型運搬船導入による労働環境の改善（Ａ・Ｂ共通）
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Ｂタイプ：（大津地区）改革型運搬船

現行船
改革型運搬船

１番船 ２番船 ３番船

喫 水 （ｍ） 3.90 3.95 4.00 3.90 

乾 舷 （ｍ） 0.40 0.45 0.40 0.63

船 型
一層甲板
艫ブリッジ
艫側機関室

一層甲板
艫ブリッジ
艫側機関室

一層甲板
艫ブリッジ
艫側機関室

一層甲板
艫ブリッジ
艫側機関室

主機関 （Ｋｗ） 2,206 2,206 2,206 2,647

航海速力 （Ｋt） 13.5 13.5 13.5 16.0 

最大搭載人員 （名） 12 13 12 15

動揺制御 ビルジキール ビルジキール ビルジキール ビルジキール

バラストタンク 有 有 有 有

スラスター
船首 １基 1.5t

FPP型
船首 １基 1.5t

FPP型
船首 １基 2.5t

TFN型

船首 １基 2.8t
船尾 １基 3.0t

FPP型
燃料油槽 （㎥） 65.07 84.74 77.41 92.0 
船 橋 （㎡） 11.90 12.58 15.2 13.40 
機関室 （㎡） 95.92 98.9 123.12 121.41

居室面積 （㎡/人） 2.18 2.49 2.02 3.24

居室高さ （ｍ） 1.70 ～ 1.80 1.80 ～1.85 1.70 ～1.80 1.90～1.95

寝

台

１人部屋 （室） － － － 11

２人部屋 （室） － － － 2

４人部屋 （室） 1 2 1 －

５人部屋 （室） － 1 － －

８人部屋 （室） 1 － 1 －

食堂面積 （㎡） 13 10.92 13 17.49

浴 室 （㎡） 2.30 3.63 2.50 5.86

現状 取組

☆ 魚艙蓋の開閉作業の労働軽減化及び魚艙内へ蓋が落下する危険を排除

スライド開閉式による魚艙蓋の開閉
⇒ 乗組員１名により、ハッチ締付金具を解除し旋回ハンドルを使用しての４操作

で開閉を完了

☆ スライド開閉式の魚艙蓋を採用し、漁獲物の積込みや水揚げ時の魚艙蓋の移動作業を軽減するとともに転落を防止
☆ 船橋を拡張し、航海計器の配置を整理
☆ 四人、五人及び八人部屋の船室を廃止し、一人及び二人部屋を大幅拡充
☆ 現行船の約１.３倍の居室面積及び現行船以上の天井高さを確保し、快適な居住環境を提供
☆ 居住区と作業区の移動を容易化するため、操舵室の下に士官室、その下に船員室・賄食堂を配置
☆ 機関室の面積及び天井高さを拡張し、開放的な作業場を提供
☆ 15Ktの航海速力を確保

☆ 現行船以上の乾舷（0.52ｍ）を確保
☆ 全船員が利用可能なインターネット環境を全室に整備



【船橋】 【一般乗組員船室】 【機関室】 【魚艙】

現
状

狭い船橋
煩雑とした航海計器

八人部屋
狭い通路スペース及び低い天井

薄暗い照明
劣化が著しく、大量の砕氷

を必要とする魚艙

改
革
後

【
共
通
仕
様
イ
メ
ー
ジ
】

広い船橋
整頓された航海計器

少人数部屋
広い通路スペース及び高い天井

明るい照明
冷海水を備えた

魚艙

取組記号-Ｅ：労働環境改善型運搬船導入による労働環境の改善（Ａ・Ｂ共通）
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【見込まれる効果】
漁期を通した漁獲枠の設定により、

操業や水揚港等について多様な経営判
断が可能となり、漁獲物の安定供給や
魚価向上などの創意工夫が期待できる。

取組記号-Ｆ：資源管理の推進（Ａ・Ｂ共通）

15

サバ類の資源管理では、個別割当方式（IQ）による管理を業界内部の取組みとして試験的
に実施しており、改正漁業法に基づくIQ管理への移行をみすえて試験的IQの高度化を図って
いるところである。

【課題】
月別IQのためIQ消化が優先され、漁

場に近い特定港への集中水揚による魚
価の下落を招きやすい。

今後の取組
大中型まき網漁業における資源管理計画
（改正漁業法に基づくIQ管理をみすえた取組）

盛漁期（11月～翌年３月）

･ 当初に、IQ管理用の総量を参加船団に配
分

･ 途中で離脱した船団等の未消化分を適時
に再配分

･ ５隻を上限とするグループ管理も可能
･ 盛漁期以外は従来の取組等

･ 臨時休漁等

従来の取組

根拠
大中型まき網漁業における資
源管理計画

時期 周年（原則毎月）

IQに関する取組

･ 参加船団に月別（又は複数
カ月別）のIQ（漁獲上限数
量）を設定

･ 消化状況により都度見直し
･ ５隻を上限とするグループ
管理も可能

IQ以外の資源管理
措置

･ 臨時休漁等



【見込まれる効果】
⃝冷海水締めの高鮮度・高品質な漁獲物を供給することで、地域水産業を活性化
⃝銚子・波崎地区の特産品として、地元の飲食店、土産品、加工品等として観光資源を創出

取組記号-Ｇ：地域水産業との共存の促進
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資源の増加傾向にあるイワシ、サバ類の需要が高まっているが、漁場の偏在・局地化により、特定地域への処理能
力を超えた集中的な水揚が発生し、資源が有効利用されていない。

各地域で定着しつつある地域ブランド品（八戸前沖サバ、
金華サバ等）や輸出向け冷凍製品等の原料を確保するた
め、分散水揚によって漁獲物を安定供給する。
（参考 Ｐ１８～Ｐ２０：主要港におけるまき網漁業の
水揚及び水産加工製品）

4月～7月に銚子沖で漁獲される市場価値の高いニタリイ
ワシ(18～20㎝のマイワシ)を銚子・波崎地区へ安定供給
する。

特上イワシ缶詰イワシ刺身・たたき

令和元年４－７月の銚子・波崎へのイワシ水揚

単位：数量（トン）、金額（千円）

銚子 波崎 合計

数量 金額 数量 金額 数量 金額

４月 36,651 1,332,561 2,896 92,729 39,547 1,425,290

５月 32,072 988,320 923 22,005 32,995 1,010,325

６月 25,805 1,281,712 175 10,499 25,980 1,292,211

７月 7,133 520,014 0 0 7,133 520,014

計 101,661 4,122,607 3,994 125,233 105,655 4,247,840

Ａ・Ｂ共通 Ａタイプのみ

八戸銀鯖製品

缶詰



取組記号-Ｈ：乗組員確保・育成（Ａ・Ｂ共通）

実船見学の様子 企業講習会
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〈若手乗組員の確保〉
⃝ 毎年、実証船の地区に隣接する水産系高校の2・3年生を対象として、企業講習会（操業映像の視聴、OBを交え

た質疑応答）、実船見学（船内見学、設備の説明）等を実施し、まき網漁業の普及活動の実施
⃝ 新規漁業就業者総合支援事業等を活用し、これまで水産業に従事未経験の就業希望者に対して、船内見学や説

明等の手厚いフォローを実施した上で就業意思を確認し、選考を実施
⃝ 乗組員希望者が船内の通信環境を重視している状況を踏まえ、インターネット環境を整備

〈若手乗組員の育成〉
⃝ 海技免状資格取得講習会への受講の奨励 ⇒ 幹部候補の育成
⃝ 海技免状試験等の必要資格取得のための受験費用負担



八戸港
八戸港への漁業別の水揚数量及び水揚高の構成（平成26年～30年）

単位：数量（トン）、金額（千円）

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

業種別 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額

まき網漁業 69,669 7,847,592 76,883 7,083,321 66,003 7,281,382 75,184 6,661,210 86,399 6,704,304

いかつり漁業 18,362 6,524,882 15,103 5,641,907 13,999 8,563,133 11,473 6,755,343 10,387 5,874,767

機船底びき網漁業 24,428 6,065,791 14,041 3,971,518 14,048 4,997,352 9,076 3,863,996 7,638 3,498,026

その他漁業 8,071 2,531,066 7,332 3,002,239 5,262 2,593,898 4,239 2,709,828 3,768 2,042,752

計 120,530 22,969,331 113,359 19,698,985 99,312 23,435,765 99,972 19,990,377 108,192 18,119,849

八戸市農林水産部水産事務所HPより引用

八戸港水揚のサバ原魚による八戸ブランド品、特産品の例

主要魚種の水揚推移

八戸銀鯖製品

しめさば

八戸前沖さばブランド缶詰

八戸前沖さばブランド協議会HPより引用
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石巻港

石巻港への漁業別の水揚数量及び水揚高の構成（平成26年～29年）

単位：数量（トン）、金額（千円）

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

業種別 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額

大中型まき網
（鰹鮪、鰯鯖） 42,561 4,552,342 52,270 5,880,720 46,927 4,309,408 67,642 6,739,069
沖合・近海・小
型底曳網 23,950 4,767,026 22,559 4,740,044 19,385 5,202,692 17,810 5,436,229

秋刀魚棒受網 0 0 0 0 52 7,484 0 0

鰹鮪一本釣 25 6,121 713 207,104 448 120,677 310 110,747

定置網 10,825 1,753,074 14,422 1,778,263 17,785 1,766,496 15,128 1,876,522

養殖魚 2,968 1,739,040 4,374 2,066,012 3,612 2,162,439 4,280 2,785,082

その他 16,905 4,121,061 9,707 3,463,519 7,302 3,172,949 7,486 3,884,521

合計 97,234 16,938,664 104,045 18,135,662 95,511 16,742,145 112,656 20,832,170
石巻市産業部水産課HPより引用

代表的な金華サバ加工製品の例

平成23年3月11日に発生した東日本大震災により、三陸沿岸地域は壊滅的な被害に遇った。石巻市の水産業にとっても未曽有の災害となり、東洋一と
いわれた石巻魚市場も全壊し、背後地に広がる200余りの水産加工関連企業も大きな痛手を受けたが、平成23年7月12日には魚市場の一部営業が再開し、
8月には大中型まき網船の生鮮・冷凍カツオの水揚げが開始され、9月からは沖合・近海・小型底曳網漁業の水揚げが加わり復興に向かって本格的に動き
出した。
その後、平成24年度から第3次漁港漁場整備計画（震災復興地区計画）に基づき魚市場施設復旧工事を行い、平成26年8月に一部供用が開始し、平成27

年9月から全棟供用開始され現在に至っている。
新しい石巻魚市場は、高度衛生管理型の施設として、荷さばき施設は水産庁の定める衛生管理基準のレベル３に対応した『西棟』『中央棟』『東棟』の
3棟に分かれており、魚種別にエリアが分か、建物規模としては、旧施設（上屋長さ650ｍ）の1.4倍（876ｍ）になり、国内最大級の『地方卸売市場』と
して安全で安心な魚を提供すると共に、国内のみならず、輸出も視野に入れた魚市場である。

缶詰 味付け加工パック製品 〆サバ加工品
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金華ものブランド化事業推進委員会HPより引用



銚子・波崎港

銚子の水産加工業
千葉県内の水産加工業工場数の２５％が銚子に集中しています。中でも県内水産加工品生産量の大半を占める生鮮冷凍水産物の加工場は３７％、塩蔵

品は６３％及び塩干品は３２％と多くが銚子に集中しています（平成２５年漁業センサス）。銚子漁港に水揚げされたサバやイワシ等はその多くが生鮮
冷凍水産物に加工されており、水産加工業は地域の産業として重要な位置を占めています。中でも冷凍水産物及び冷凍水産食品の割合は水産物加工の総
製造品出荷額等の８８％（平成２６年銚子市統計書）を占めています。
銚子漁港に水揚げされたサバやイワシ等はその多くが加工原料魚として水産加工業が仕入れています。そこで、品質の高い加工原料魚を安定的に確保

するため、漁港整備による水揚供給能力向上等の機能強化を図ります。また、輸出の促進を推進し、成長産業化を進めるために、ＨＡＣＣＰ義務化対策
を進めるとともに、水産加工場の品質・衛生管理の向上を図ります。また、水産加工業者の経営安定を図るために、全国に誇りうる水産加工品を千葉ブ
ランド水産物として認定し、付加価値向上を図り、販売を促進するとともに、地域内外の人材確保を図ります。

銚子・波崎港の水揚物の主な用途及び販路

取り扱い品目 主な用途 主な販路

冷凍品

海外輸出 水産商社を通じて、東南アジア、中東、西アフリカ等

加工原料 大手水産会社、水産商社を通じて全国の水産加工会社

養殖餌料 水産商社、全漁連等

調味加工品 缶詰、みりん干し、漬け魚等 大手水産会社（OEM）、スーパー・土産物店等（NB）

鮮魚 築地中央卸売市場、関東～関西地区地方卸売市場

飼肥料
魚粉 飼料配合業者

養殖用餌料（ペレット原料） 主に四国・九州地区水産商社

干物・塩蔵品 関東・中部、関西の地方卸売市場、スーパー、問屋等

その他 冷凍食品 大手水産会社、生協、問屋等
神栖市観光協会・波崎水産加工業協同組合HPより引用

〈冷蔵・冷凍能力〉
冷蔵：21ヶ所 約122,000トン
冷凍：12ヶ所 約 4,000トン
その他、必要に応じて関東近郊
の営業用冷蔵庫を使用

銚子・波崎港水揚物の加工製品の例

鮮魚 さば加工品缶詰加工用冷凍サバ
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千葉県銚子水産事務所・同漁港事務所HPより引用

神栖市観光協会・波崎水産加工業協同組合HPより引用


